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【提出日】平成30年7月17日(2018.7.17)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　インターロイキン２３受容体のペプチド阻害剤、またはその薬学的に許容される塩もし
くは溶媒化合物であって、前記ペプチド阻害剤は、式（Ｘａ）：
Ｘ１－Ｘ２－Ｘ３－Ｘ４－Ｘ５－Ｘ６－Ｘ７－Ｘ８－Ｘ９－Ｘ１０－Ｘ１１－Ｘ１２－Ｘ
１３－Ｘ１４－Ｘ１５－Ｘ１６－Ｘ１７－Ｘ１８－Ｘ１９－Ｘ２０（Ｘａ）
のアミノ酸配列を含み、式中、
　Ｘ１は、任意のアミノ酸であるか、または存在せず；
　Ｘ２は、任意のアミノ酸であるか、または存在せず；
　Ｘ３は、任意のアミノ酸であるか、または存在せず；
　Ｘ４は、Ｃｙｓ、Ｐｅｎ、ｈＣｙｓ、Ｄ－Ｐｅｎ、Ｄ－Ｃｙｓ、Ｄ－ｈＣｙｓ、Ｍｅｔ
、Ｇｌｕ、Ａｓｐ、Ｌｙｓ、Ｏｒｎ、Ｄａｐ、Ｄａｂ、Ｄ－Ｄａｐ、Ｄ－Ｄａｂ、Ｄ－Ａ
ｓｐ、Ｄ－Ｇｌｕ、Ｄ－Ｌｙｓ、Ｓｅｃ、２－クロロメチル安息香酸、メルカプト－プロ
パン酸、メルカプト－酪酸、２－クロロ－酢酸、３－クロロプロパン酸、４－クロロ酪酸
、３－クロロイソ酪酸、Ａｂｕ、β－アジド－Ａｌａ－ＯＨ、プロパルギルグリシン、２
－（３’－ブテニル）グリシン、２－アリルグリシン、２－（３’－ブテニル）グリシン
、２－（４’－ペンテニル）グリシン、２－（５’－ヘキセニル）グリシン、またはＡｂ
ｕであり；
　Ｘ５は、任意のアミノ酸であり；
　Ｘ６は、任意のアミノ酸であり；
　Ｘ７は、Ｔｒｐ、Ｇｌｕ、Ｇｌｙ、Ｉｌｅ、Ａｓｎ、Ｐｒｏ、Ａｒｇ、Ｔｈｒもしくは
ＯｃｔＧｌｙ、または前述したもののいずれかの対応するα－メチルアミノ酸型であり；
　Ｘ８は、任意のアミノ酸であり；
　Ｘ９は、Ｃｙｓ、Ｐｅｎ、ｈＣｙｓ、Ｄ－Ｐｅｎ、Ｄ－Ｃｙｓ、Ｄ－ｈＣｙｓ、Ｇｌｕ
、Ｌｙｓ、Ｏｒｎ、Ｄａｐ、Ｄａｂ、Ｄ－Ｄａｐ、Ｄ－Ｄａｂ、Ｄ－Ａｓｐ、Ｄ－Ｇｌｕ
、Ｄ－Ｌｙｓ、Ａｓｐ、Ｌｅｕ、Ｖａｌ、Ｐｈｅ、またはＳｅｒ、Ｓｅｃ、Ａｂｕ、β－
アジド－Ａｌａ－ＯＨ、プロパルギルグリシン、２－２－アリルグリシン、２－（３’－
ブテニル）グリシン、２－（４’－ペンテニル）グリシン、Ａｌａ、ｈＣｙｓ、Ａｂｕ、
Ｍｅｔ、ＭｅＣｙｓ、（Ｄ）Ｔｙｒまたは２－（５’－ヘキセニル）グリシンであり；
　Ｘ１０は、Ｔｙｒ、Ｐｈｅ（４－ＯＭｅ）、１－Ｎａｌ、２－Ｎａｌ、Ａｉｃ、α－Ｍ
ｅＰｈｅ、Ｂｉｐ、（Ｄ）Ｃｙｓ、Ｃｈａ、ＤＭＴ、（Ｄ）Ｔｙｒ、Ｇｌｕ、Ｈｉｓ、ｈ
Ｐｈｅ（３，４－ジメトキシ）、ｈＴｙｒ、Ｎ－Ｍｅ－Ｔｙｒ、Ｔｒｐ、Ｐｈｅ（４－Ｃ
ＯＮＨ２）、Ｐｈｅ（４－フェノキシ）、Ｔｈｒ、Ｔｉｃ、Ｔｙｒ（３－ｔＢｕ）、Ｐｈ
ｅ（４－ｔＢｕ）、Ｐｈｅ（４－ＣＮ）、Ｐｈｅ（４－Ｂｒ）、Ｐｈｅ（４－ＮＨ２）、
Ｐｈｅ（４－Ｆ）、Ｐｈｅ（３，５－Ｆ２）、Ｐｈｅ（４－ＣＨ２ＣＯ２Ｈ）、Ｐｈｅ（
ペンタ－Ｆ）、Ｐｈｅ（３，４－Ｃｌ２）、Ｐｈｅ（４－ＣＦ３）、Ｐｈｅ（４－ＯＣＨ

３）、Ｂｉｐ、Ｃｈａ、４－ピリジルアラニン、βｈＴｙｒ、ＯｃｔＧｌｙ、Ｐｈｅ（４
－Ｎ３）、Ｐｈｅ（４－Ｂｒ）、Ｐｈｅ［４－（２－アミノエトキシ）］またはＰｈｅ、
Ｐｈｅ類似体、Ｔｙｒ類似体、または前述したもののいずれかの対応するα－メチルアミ
ノ酸型であり；
　Ｘ１１は、２－Ｎａｌ、１－Ｎａｌ、２，４－ジメチルＰｈｅ、Ｂｉｐ、Ｐｈｅ（３，
４－Ｃｌ２）、Ｐｈｅ（３，４－Ｆ２）、Ｐｈｅ（４－ＣＯ２Ｈ）、βｈＰｈｅ（４－Ｆ
）、α－Ｍｅ－Ｔｒｐ、４－フェニルシクロヘキシル、Ｐｈｅ（４－ＣＦ３）、α－Ｍｅ
Ｐｈｅ、βｈＮａｌ、βｈＰｈｅ、βｈＴｙｒ、βｈＴｒｐ、Ｎｖａ（５－フェニル）、
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Ｐｈｅ、Ｈｉｓ、ｈＰｈｅ、Ｔｉｃ、Ｔｑａ、Ｔｒｐ、Ｔｙｒ、Ｐｈｅ（４－ＯＭｅ）、
Ｐｈｅ（４－Ｍｅ）、Ｔｒｐ（２，５，７－トリ－ｔｅｒｔ－ブチル）、Ｐｈｅ（４－Ｏ
アリル）、Ｔｙｒ（３－ｔＢｕ）、Ｐｈｅ（４－ｔＢｕ）、Ｐｈｅ（４－グアニジノ、Ｐ
ｈｅ（４－ＯＢｚｌ）、Ｏｃｔｇｌｙ、Ｇｌｕ（Ｂｚｌ）、４－フェニルベンジルアラニ
ン、Ｐｈｅ［４－（２－アミノエトキシ）］、５－ヒドロキシ－Ｔｒｐ、６－クロロ－Ｔ
ｒｐ、Ｎ－ＭｅＴｒｐ、１，２，３，４－テトラヒドロ－ノルハルマン、Ｐｈｅ（４－Ｃ
ＯＮＨ２）、Ｐｈｅ（３，４－ジメトキシ）、Ｐｈｅ（２，３－Ｃｌ２）、Ｐｈｅ（２，
３－Ｆ２）、Ｐｈｅ（４－Ｆ）、４－フェニルシクロヘキシルアラニン、Ｂｉｐ、または
前述したもののいずれかの対応するα－メチルアミノ酸型であり；
　Ｘ１２は、Ｈｉｓ、Ｐｈｅ、Ａｒｇ、Ｎ－Ｍｅ－Ｈｉｓ、Ｖａｌ、Ｃａｖ、Ｃｐａ、Ｌ
ｅｕ、Ｃｉｔ、ｈＬｅｕ、３－Ｐａｌ、ｔ－ブチル－Ａｌａ、４－アミノ－４－カルボキ
シ－テトラヒドロピラン、Ａｃｈｃ、Ａｃｐｃ、Ａｃｖｃ、Ａｃｂｃ、Ａｇｐ、Ａｉｂ、
α－ジエチルＧｌｙ、α－ＭｅＬｙｓ、α－ＭｅＬｙｓ（Ａｃ）、α－Ｍｅ－Ｌｅｕ、α
－ＭｅＯｒｎ、α－ＭｅＳｅｒ、α－ＭｅＶａｌ、Ａｉｂ、Ｄ－Ａｌａ、（Ｄ）Ａｓｎ、
（Ｄ）Ａｓｐ、（Ｄ）Ｌｅｕ、（Ｄ）Ｐｈｅ、（Ｄ）Ｔｙｒ、Ａｉｂ、α－ＭｅＬｅｕ、
α－ＭｅＯｒｎ、β－Ａｉｂ、β－Ａｌａ、βｈＡｌａ、βｈＡｒｇ、βｈＬｅｕ、βｈ
Ｖａｌ、β－スピロ－ｐｉｐ、Ｇｌｕ、ｈＡｒｇ、Ｉｌｅ、Ｌｙｓ、Ｎ－ＭｅＬｅｕ、Ｎ
－ＭｅＡｒｇ、Ｏｇｌ、Ｏｒｎ、Ｐｒｏ、Ｇｌｎ、Ｓｅｒ、Ｔｈｒ、Ｔｌｅ、ｔ－ブチル
－Ｇｌｙ、または前述したもののいずれかの対応するα－メチルアミノ酸型であり；
　Ｘ１３は、Ｔｈｒ、Ｓａｒｃ、Ｇｌｕ、Ｐｈｅ、Ａｒｇ、Ｌｅｕ、Ｌｙｓ、Ａｒｇ、Ｏ
ｒｎ、Ｖａｌ、βｈＡｌａ、Ｌｙｓ（Ａｃ）、（Ｄ）Ａｓｎ、（Ｄ）Ｌｅｕ、（Ｄ）Ｐｈ
ｅ、（Ｄ）Ｔｈｒ、Ａｌａ、α－ＭｅＬｅｕ、Ａｉｂ、β－Ａｌａ、β－Ｇｌｕ、βｈＬ
ｅｕ、βｈＶａｌ、β－スピロ－ｐｉｐ、Ｃｈａ、Ｃｈｇ、Ａｓｐ、Ｄａｂ、Ｄａｐ、α
－ジエチルＧｌｙ、ｈＬｅｕ、Ａｓｎ、Ｏｇｌ、Ｐｒｏ、Ｇｌｎ、Ｓｅｒ、β－スピロ－
ｐｉｐ、Ｔｈｒ、Ｔｂａ、ＴｌｅまたはＡｉｂ、Ｃｉｔ、ｈＡｒｇ、Ｌｙｓ、Ａｓｎ、Ｏ
ｒｎ、Ｇｌｎ、または前述したもののいずれかの対応するα－メチルアミノ酸型であり；
　Ｘ１４は、Ｐｈｅ、Ｔｙｒ、Ｇｌｕ、Ｇｌｙ、Ｈｉｓ、Ｌｙｓ、Ｌｅｕ、Ｍｅｔ、Ａｓ
ｎ、Ｐｒｏ、Ｇｌｎ、Ａｒｇ、Ｓｅｒ、Ｔｈｒ、ＴｉｃβｈＰｈｅ、Ａｒｇ、Ｌｙｓ（Ａ
ｃ）、Ｈｉｓ；Ｄａｐ（Ａｃ）、Ｄａｂ（Ａｃ）、Ａｓｐ、または前述したもののいずれ
かの対応するα－メチルアミノ酸型であり；
　Ｘ１５は、Ｇｌｙ、Ｓｅｒ、Ｔｈｒ、Ｇｌｎ、Ａｌａ、（Ｄ）Ａｌａ、（Ｄ）Ａｓｎ、
（Ｄ）Ａｓｐ、（Ｄ）Ｌｅｕ、（Ｄ）Ｐｈｅ、（Ｄ）Ｔｈｒ、Ａｅａ、Ａｓｐ、Ａｓｎ、
Ｇｌｕ、Ｐｈｅ、Ｇｌｙ、Ｌｙｓ、Ｌｅｕ、Ｐｒｏ、Ａｒｇ、β－Ａｌａ、Ｓａｒｃ、ま
たは前述したもののいずれかの対応するα－メチルアミノ酸型であり；
　Ｘ１６は、Ａｓｐ、Ｇｌｕ、Ａｌａ、ＡＥＡ、ＡＥＰ、βｈＡｌａ、Ｇａｂａ、Ｇｌｙ
、Ｓｅｒ、Ｐｒｏ、Ａｓｎ、Ｔｈｒであるかもしくは存在せず、または前述したもののい
ずれかの対応するα－メチルアミノ酸型であり；
　Ｘ１７は、Ｌｅｕ、Ｌｙｓ、Ａｒｇ、Ｇｌｕ、Ｓｅｒ、Ｇｌｙ、Ｇｌｎであるかもしく
は存在せず、または前述したもののいずれかの対応するα－メチルアミノ酸型であり；
　Ｘ１８は、任意のアミノ酸であるか、または存在せず；
　Ｘ１９は、任意のアミノ酸であるか、または存在せず；
　Ｘ２０は、任意のアミノ酸であるか、または存在せず、
　前記ペプチド阻害剤は、Ｘ４とＸ９との間の結合によって環化されており、かつ
　前記ペプチド阻害剤は、インターロイキン２３（ＩＬ－２３）のＩＬ－２３受容体への
結合を阻害する、ペプチド阻害剤。
【請求項２】
　Ｘ４が、Ａｂｕ、２－クロロメチル安息香酸、メルカプト－プロパン酸、メルカプト－
酪酸、２－クロロ－酢酸、３－クロロ－プロパン酸、４－クロロ－酪酸、または３－クロ
ロ－イソ酪酸であり；そして
　Ｘ９が、Ａｂｕ、Ｃｙｓ、Ｐｅｎ、ｈＣｙｓ、Ｄ－Ｐｅｎ、Ｄ－Ｃｙｓ、またはＤ－ｈ
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Ｃｙｓである、請求項１に記載のペプチド阻害剤またはその薬学的に許容される塩。
【請求項３】
　（ａ）Ｘ４がＡｂｕであり、Ｘ９がＣｙｓであるか、または
　（ｂ）Ｘ４がＣｙｓであり、Ｘ９がＡｂｕであり、
　Ｘ４とＸ９との間のチオエーテル結合によって環化されている、請求項２に記載のペプ
チド阻害剤またはその薬学的に許容される塩。
【請求項４】
　Ｘ７が、Ｔｒｐであり；
　Ｘ１０が、Ｐｈｅ、Ｔｙｒ、Ｐｈｅ類似体、またはＴｙｒ類似体であり；
　Ｘ１１が、Ｔｒｐ、１－Ｎａｌまたは２－Ｎａｌであり；そして
　Ｘ１２が、α－Ｍｅ－Ｌｙｓ、α－Ｍｅ－Ｌｅｕ、α－Ｍｅ－Ｓｅｒ、α－Ｍｅ－Ｖａ
ｌ、Ａｃｈｃ、Ａｃｖｃ、Ａｃｐｃ、Ａｃｂｃまたは４－アミノ－４－カルボキシ－テト
ラヒドロピランである、請求項２または３に記載のペプチド阻害剤またはその薬学的に許
容される塩。
【請求項５】
　Ｘ４は、Ａｂｕであり、Ｘ９は、Ｃｙｓであり、Ｘ１２は、４－アミノ－４－カルボキ
シ－テトラヒドロピラン、Ａｃｈｅ、Ａｃｐｃ、Ａｃｂｃ、Ａｃｖｃ、Ａｇｐ、Ａｉｂ、
α－ジエチルＧｌｙ、α－ＭｅＬｙｓ、またはα－ＭｅＬｙｓ（Ａｃ）、α－Ｍｅ－Ｌｅ
ｕ、α－ＭｅＯｒｎ、α－ＭｅＳｅｒ、またはα－ＭｅＶａｌであり、必要に応じて、Ｘ
１２は、α－ＭｅＬｙｓである、請求項１に記載のペプチド阻害剤またはその薬学的に許
容される塩。
【請求項６】
　Ｘ４は、Ａｂｕであり、Ｘ９は、Ｃｙｓであり、Ｘ１２は、α－ＭｅＬｙｓ、４－アミ
ノ－４－カルボキシ－テトラヒドロピラン、Ａｃｈｅ、Ａｃｐｃ、Ａｃｂｃ、Ａｃｖｃ、
Ａｇｐ、Ａｉｂ、α－ジエチルＧｌｙ、α－ＭｅＬｙｓ、またはα－ＭｅＬｙｓ（Ａｃ）
、α－Ｍｅ－Ｌｅｕ、α－ＭｅＯｒｎ、α－ＭｅＳｅｒ、またはα－ＭｅＶａｌであり、
Ｘ１６、Ｘ１７、Ｘ１８、Ｘ１９およびＸ２０は、存在せず、Ｘ７は、Ｔｒｐであり、必
要に応じて、Ｘ４は、Ａｂｕであり、Ｘ９は、Ｃｙｓであり、Ｘ１２は、α－ＭｅＬｙｓ
であり、Ｘ１６、Ｘ１７、Ｘ１８、Ｘ１９およびＸ２０は、存在せず、Ｘ７は、Ｔｒｐで
ある、請求項１に記載のペプチド阻害剤またはその薬学的に許容される塩。
【請求項７】
　以下のアミノ酸配列：
Ａｃ－シクロ－［［Ａｂｕ］－ＱＴＷＱＣ］］－［Ｐｈｅ（４－ＯＭｅ）］－［２－Ｎａ
ｌ］－［α－ＭｅＬｙｓ］－ＥＮＧ（配列番号４３０）；
Ａｃ－シクロ－［［Ａｂｕ］－ＱＴＷＱＣ］］－［Ｐｈｅ（４－ＯＭｅ）］－［２－Ｎａ
ｌ］－［α－ＭｅＯｒｎ］－ＥＮＧ－ＮＨ２（配列番号４３１）；
Ａｃ－シクロ－［［Ａｂｕ］－ＱＴＷＱＣ］］－［Ｐｈｅ（４－ＣＯ２Ｈ）］－［２－Ｎ
ａｌ］－［α－ＭｅＬｙｓ］－［Ｌｙｓ（Ａｃ）］－ＮＧ－ＮＨ２（配列番号４３２）；
Ａｃ－シクロ－［［Ａｂｕ］－ＱＴＷＱＣ］］－［Ｐｈｅ（４－ＯＭｅ）］－［２－Ｎａ
ｌ］－［α－ＭｅＬｙｓ］－［Ｌｙｓ（Ａｃ）］－ＮＧ－ＮＨ２（配列番号４３３）；
Ａｃ－シクロ－［［Ａｂｕ］－ＱＴＷＱＣ］］－［Ｐｈｅ（４－ＣＯＮＨ２）］－［２－
Ｎａｌ］－［α－ＭｅＬｙｓ］－［Ｌｙｓ（Ａｃ）］ＮＧ－ＮＨ２（配列番号４３４）；
Ａｃ－シクロ－［［Ａｂｕ］－ＱＴＷＱＣ］］－［Ｐｈｅ（４－ＯＭｅ）］－［２－Ｎａ
ｌ］－［α－ＭｅＬｙｓ］－［Ｌｙｓ（Ａｃ）］－ＮＡ－ＮＨ２（配列番号４３５）；
Ａｃ－シクロ－［［Ａｂｕ］－ＱＴＷＱＣ］］－［Ｐｈｅ（４－ＯＭｅ）］－［２－Ｎａ
ｌ］－［α－ＭｅＬｙｓ］－［Ｌｙｓ（Ａｃ）］－ＮＡＥ－ＮＨ２（配列番号４３６）；
Ａｃ－シクロ－［［Ａｂｕ］－ＱＴＷＱＣ］］－［Ｐｈｅ［４－（２－アミノエトキシ）
］］－［２－Ｎａｌ］－［α－ＭｅＬｙｓ］－ＥＮＧ－ＮＨ２（配列番号４３７）；
Ａｃ－シクロ－［［Ａｂｕ］－ＱＴＷＱＣ］］－［Ｐｈｅ（４－（２－アミノエトキシ）
）］－Ｗ－［α－ＭｅＬｙｓ］－ＥＮＧ（配列番号４３８）；
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Ａｃ－シクロ－［［Ａｂｕ］－ＱＴＷＱＣ］］－［Ｐｈｅ［４－（２－アミノエトキシ）
］］－［２－Ｎａｌ］－［α－ＭｅＬｙｓ］－ＤＮＧ－ＮＨ２（配列番号４３９）；
Ａｃ－シクロ－［［Ａｂｕ］－ＱＴＷＱＣ］］－［Ｐｈｅ［４－（２－アミノエトキシ）
］］－［２－Ｎａｌ］－［α－ＭｅＬｙｓ］－［Ｌｙｓ（Ａｃ）］－ＮＧ－［（Ｄ）Ｌｙ
ｓ］－ＮＨ２（配列番号４４４）；
Ａｃ－シクロ－［［Ａｂｕ］－ＱＴＷＱＣ］］－［Ｐｈｅ［４－（２－アミノエトキシ）
］］－［２－Ｎａｌ］－［α－ＭｅＬｙｓ］－［Ｌｙｓ（Ａｃ）］－ＮＧ－［ＡＥＡ］－
ＮＨ２（配列番号４４５）；
Ａｃ－シクロ－［［Ａｂｕ］－ＱＴＷＱＣ］］－［Ｐｈｅ［４－（２－アミノエトキシ）
］］－［２－Ｎａｌ］－［Ａｉｂ］－ＱＮＧ－ＮＨ２（配列番号４４６）；
Ａｃ－シクロ－［［Ａｂｕ］－ＱＴＷＱＣ］］－［Ｐｈｅ［４－（２－アミノエトキシ）
］］－［２－Ｎａｌ］－［Ａｉｂ］－［Ｌｙｓ（Ａｃ）］－ＮＡ－ＮＨ２（配列番号４４
７）；
Ａｃ－シクロ－［［Ａｂｕ］－ＱＴＷＱＣ］］－［Ｐｈｅ［４－（２－アミノエトキシ）
］］－［２－Ｎａｌ］－［Ａｉｂ］－ＫＮＧ－ＮＨ２（配列番号４４８）；
Ａｃ－シクロ－［［Ａｂｕ］－ＱＴＷＱＣ］］－［Ｐｈｅ［４－（２－アミノエトキシ）
］］－［２－Ｎａｌ］－［α－ＭｅＬｙｓ］－［Ｌｙｓ（Ａｃ）］－ＮＧ－ＮＨ２（配列
番号４４９）；
Ａｃ－シクロ－［［Ａｂｕ］－ＱＴＷＱＣ］］－［Ｐｈｅ［４－（２－（アセチル－アミ
ノエトキシ）］］－［２－Ｎａｌ］－［α－ＭｅＬｙｓ（Ａｃ）］－［Ｌｙｓ（Ａｃ）］
－ＮＧ－ＮＨ２（配列番号６５６）；
Ａｃ－シクロ－［［Ａｂｕ］－ＱＴＷＱＣ］］－［Ｐｈｅ［４－（２－（アセチル－アミ
ノエトキシ）］］－［２－Ｎａｌ］－［α－ＭｅＬｙｓ（Ａｃ）］－ＥＮＧ－ＮＨ２（配
列番号６５７）；
Ａｃ－シクロ－［［Ａｂｕ］－ＱＴＷＱＣ］］－［Ｐｈｅ［４－（２－アミノエトキシ）
］］－［２－Ｎａｌ］－［４－アミノ－４－カルボキシ－テトラヒドロピラン］－ＥＮＮ
－ＮＨ２（配列番号６５８）；
Ａｃ－シクロ－［［Ａｂｕ］－ＱＴＷＱＣ］］－［Ｐｈｅ［４－（２－アミノエトキシ）
］］－［２－Ｎａｌ］－［α－ＭｅＬｙｓ］－ＥＮＱ－ＮＨ２（配列番号６５９）；
Ａｃ－シクロ－［［Ａｂｕ］－ＱＴＷＱＣ］－［Ｐｈｅ［４－（２－アミノエトキシ）］
］－［２－Ｎａｌ］－［α－ＭｅＬｙｓ］－ＥＮＮ－ＮＨ２（配列番号９１２）；
Ａｃ－シクロ－［［Ａｂｕ］－ＱＴＷＱＣ］］－［Ｐｈｅ［４－（２－アミノエトキシ）
］］－［２－Ｎａｌ］－［α－ＭｅＶａｌ］－［Ｌｙｓ（Ａｃ）］－ＮＧ－ＮＨ２（配列
番号６６０）；
Ａｃ－シクロ－［［Ａｂｕ］－ＱＴＷＱＣ］］－［Ｐｈｅ［４－（２－アミノエトキシ）
］］－［２－Ｎａｌ］－［ｈＬｅｕ］－［Ｌｙｓ（Ａｃ）］－Ｎ－［βＡｌａ］－ＮＨ２

（配列番号６６１）；
Ａｃ－シクロ－［［Ａｂｕ］－ＱＴＷＱＣ］］－［Ｐｈｅ［４－（２－（アセチル－アミ
ノエトキシ）］］－［２－Ｎａｌ］－［α－ＭｅＬｙｓ（Ａｃ）］－ＥＮＱ－ＮＨ２（配
列番号６６２）；
Ａｃ－シクロ－［［Ａｂｕ］－ＱＴＷＱＣ］］－［Ｐｈｅ［４－（２－（アセチル－アミ
ノエトキシ）］］－［２－Ｎａｌ］－［α－ＭｅＬｙｓ（Ａｃ）］－ＥＮＮ－ＮＨ２（配
列番号６６３）；
Ａｃ－シクロ－［［Ａｂｕ］－ＱＴＷＱＣ］］－［Ｐｈｅ［４－（２－アミノエトキシ）
］］－［２－Ｎａｌ］－［α－ＭｅＬｅｕ］－ＥＮＮ－ＮＨ２（配列番号６６４）；
Ａｃ－シクロ－［［Ａｂｕ］－ＱＴＷＱＣ］］－［Ｐｈｅ［４－（２－アミノエトキシ）
］］－［２－Ｎａｌ］－［α－ＭｅＬｅｕ）－［Ｃｉｔ］－ＮＮ－ＮＨ２（配列番号６６
５）；
Ａｃ－シクロ－［［Ａｂｕ］－ＱＴＷＱＣ］］－［Ｐｈｅ［４－（２－アミノエトキシ）
］］－［２－Ｎａｌ］－［α－ＭｅＬｅｕ］－［Ｌｙｓ（Ａｃ）］－ＮＮ－ＮＨ２（配列
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番号７６６）；
Ａｃ－シクロ－［［Ａｂｕ］－ＱＴＷＱＣ］］－［Ｐｈｅ［４－（２－アミノエトキシ）
］］－［２－Ｎａｌ］－［Ａｉｂ］－［Ｌｙｓ（Ａｃ）］－ＮＧ－ＮＨ２（配列番号７６
７）；
Ａｃ－Ｅ－シクロ－［［Ａｂｕ］－ＱＴＷＱＣ］－［Ｐｈｅ［４－（２－アミノエトキシ
）］］－［２－Ｎａｌ］－［α－ＭｅＬｙｓ］－ＥＮＮ－ＮＨ２（配列番号９６５）；
Ａｃ－（Ｄ）Ｇｌｕ－［シクロ－［［Ａｂｕ］－ＱＴＷＱＣ］－［Ｐｈｅ［４－（２－ア
ミノエトキシ）］］－［２－Ｎａｌ］－［α－ＭｅＬｙｓ］－ＥＮＮ－ＮＨ２（配列番号
９６６）；
Ａｃ－Ａｒｇ－シクロ－［［Ａｂｕ］－ＱＴＷＱＣ］－［Ｐｈｅ［４－（２－アミノエト
キシ）］］－［２－Ｎａｌ］－［α－ＭｅＬｙｓ］－ＥＮＮ－ＮＨ２（配列番号９６７）
；
Ａｃ－［（Ｄ）Ａｒｇ－シクロ－［［Ａｂｕ］－ＱＴＷＱＣ］－［Ｐｈｅ［４－（２－ア
ミノエトキシ）］］－［２－Ｎａｌ］－［α－ＭｅＬｙｓ］－ＥＮＮ－ＮＨ２（配列番号
１０４１）；
Ａｃ－Ｆ－シクロ－［［Ａｂｕ］－ＱＴＷＱＣ］］－［Ｐｈｅ［４－（２－アミノエトキ
シ）］］－［２－Ｎａｌ］－［α－ＭｅＬｙｓ］－ＥＮＮ－ＮＨ２（配列番号９６９）；
Ａｃ－［（Ｄ）Ｐｈｅ］－シクロ－［［Ａｂｕ］－ＱＴＷＱＣ］－［Ｐｈｅ［４－（２－
アミノエトキシ）］］－［２－Ｎａｌ］－［α－ＭｅＬｙｓ］－ＥＮＮ－ＮＨ２（配列番
号９７０）；
Ａｃ－［２－Ｎａｌ］－シクロ－［［Ａｂｕ］－ＱＴＷＱＣ］－［Ｐｈｅ［４－（２－ア
ミノエトキシ）］］－［２－Ｎａｌ］－［α－ＭｅＬｙｓ］－ＥＮＮ－ＮＨ２（配列番号
９７１）；
Ａｃ－Ｌｅｕ－シクロ－［［Ａｂｕ］－ＱＴＷＱＣ］－［Ｐｈｅ［４－（２－アミノエト
キシ）］］－［２－Ｎａｌ］－［α－ＭｅＬｙｓ］－ＥＮＮ－ＮＨ２（配列番号９７３）
；
Ａｃ－［（Ｄ）Ｇｌｎ］－シクロ－［［Ａｂｕ］－ＱＴＷＱＣ］－［Ｐｈｅ［４－（２－
アミノエトキシ）］］－［２－Ｎａｌ］－［α－ＭｅＬｙｓ］－ＥＮＮ－ＮＨ２（配列番
号１０４２）；
Ａｃ－シクロ－［［Ａｂｕ］－ＱＴＷＱＣ］－［Ｐｈｅ［４－（２－アミノエトキシ）］
］－［２－Ｎａｌ］－［α－ＭｅＬｅｕ］－ＥＮＧ－ＮＨ２（配列番号８４２）；
Ａｃ－Ｔ－シクロ－［［Ａｂｕ］－ＱＴＷＱＣ］－［Ｐｈｅ［４－（２－アミノエトキシ
）］］－［２－Ｎａｌ］－［α－ＭｅＬｙｓ］－ＥＮＮ－ＮＨ２（配列番号９７２）；
Ａｃ－シクロ－［［Ａｂｕ］－ＱＴＷＱＣ］］－［Ｐｈｅ［４－（２－アミノエトキシ）
］］－［２－Ｎａｌ］－［α－ＭｅＬｅｕ］－ＱＮ－［βＡｌａ］－ＮＨ２（配列番号７
５２）；
Ａｃ－シクロ－［［Ａｂｕ］－ＱＴＷＱＣ］］－［Ｐｈｅ［４－（２－アミノエトキシ）
］］－［２－Ｎａｌ］－［Ａｃｂｃ］－ＥＮＮ－ＮＨ２（配列番号７５３）；
Ａｃ－シクロ－［［Ａｂｕ］－ＱＴＷＱＣ］］－［Ｐｈｅ［４－（２－アミノエトキシ）
］］－［２－Ｎａｌ］－［Ａｃｈｃ］－ＥＮＮ－ＮＨ２（配列番号７５４）；
Ａｃ－シクロ－［［Ａｂｕ］－ＱＴＷＱＣ］］－［Ｐｈｅ［４－（２－アミノエトキシ）
］］－［２－Ｎａｌ］－［Ａｃｖｃ］－ＥＮＮ－ＮＨ２（配列番号７５５）；
Ａｃ－シクロ－［［Ａｂｕ］－ＱＴＷＱＣ］－［Ｐｈｅ［４－（２－アミノエトキシ）］
］－［２－Ｎａｌ］－［４－アミノ－４－カルボキシ－ピペリジン］－ＥＮＮ－ＮＨ２（
配列番号９７９）；または
Ａｃ－シクロ－［［Ａｂｕ］－ＱＴＷＱＣ］－［Ｐｈｅ［４－（２－アミノエトキシ）］
］－［２－Ｎａｌ］－［４－アミノ－４－カルボキシ－テトラヒドロピラン］－ＥＮＮ－
ＮＨ２（配列番号９８０）；
Ａｃ－シクロ－［［Ａｂｕ］－ＱＴＷＱＣ］－［Ｐｈｅ［４－（２－アミノエトキシ）］
］－［２－Ｎａｌ］－［α－ＭｅＬｅｕ］－［Ｌｙｓ（Ａｃ）］－ＮＧ－ＮＨ２（配列番
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号９８１）；
Ａｃ－シクロ－［［Ａｂｕ］－ＱＴＷＱＣ］－［Ｐｈｅ［４－（２－アミノエトキシ）］
］－［２－Ｎａｌ］－［α－ＭｅＬｅｕ］－ＥＮＧ－ＮＨ２（配列番号９８２）；
Ａｃ－シクロ－［［Ａｂｕ］－ＱＴＷＱＣ］－［Ｐｈｅ［４－（２－アミノエトキシ）］
］－［２－Ｎａｌ］－［α－ＭｅＬｅｕ］－ＱＮＧ－ＮＨ２（配列番号９８３）；
Ａｃ－シクロ－［［Ａｂｕ］－ＱＴＷＱＣ］－［Ｐｈｅ［４－（２－アミノエトキシ）］
］－［２－Ｎａｌ］－［α－ＭｅＬｅｕ］－ＱＮ－［βＡｌａ］－ＮＨ２（配列番号９８
４）；
Ａｃ－シクロ－［［Ａｂｕ］－ＱＴＷＱＣ］－［Ｐｈｅ［４－（２－アミノエトキシ）］
］－［２－Ｎａｌ］－［Ａｉｂ］－ＱＮ－［αＡｌａ］－ＮＨ２（配列番号９８７）；
Ａｃ－シクロ－［［Ａｂｕ］－ＱＴＷＱＣ］－［Ｐｈｅ［４－（２－アミノエトキシ）］
］－［１，２，３，４－テトラヒドロ－ノルハルマン］－［Ａｉｂ］－ＱＮＧ－ＮＨ２（
配列番号９８８）；
Ａｃ－（Ｄ）Ｐｈｅ－シクロ－［［Ａｂｕ］－ＱＴＷＱＣ］－［Ｐｈｅ［４－（２－アミ
ノエトキシ）］］－［２－Ｎａｌ］－［４－アミノ－４－カルボキシ－テトラヒドロピラ
ン］－ＥＮＮ－ＮＨ２（配列番号９９２）；または
Ａｃ－［（Ｄ）Ａｒｇ］－シクロ－［［Ａｂｕ］－ＱＴＷＱＣ］－［Ｐｈｅ［４－（２－
アミノエトキシ）］］－［２－Ｎａｌ］－［４－アミノ－４－カルボキシ－テトラヒドロ
ピラン］－ＥＮＮ－ＮＨ２（配列番号９９３）
のいずれかを含み、
　ここで、「シクロ」は、ペプチド阻害剤が、前記Ａｂｕと前記Ｃとの間にチオエーテル
結合を含むことを示す、請求項１に記載のペプチド阻害剤またはその薬学的に許容される
塩。
【請求項８】
　Ｘ１、Ｘ２、およびＸ３のうちの１つまたは複数が存在しないか、あるいは、Ｘ１７、
Ｘ１９およびＸ２０のうちの１つまたは複数が存在しない、請求項１に記載のペプチド阻
害剤またはその薬学的に許容される塩。
【請求項９】
　前記ペプチド阻害剤またはその薬学的に許容される塩が、式Ｉ：
　Ｒ１－Ｘａ－Ｒ２（Ｉ）
の構造、またはその薬学的に許容される塩もしくは溶媒化合物を含み、式中、Ｒ１が結合
、水素、Ｃ１～Ｃ６アルキル、Ｃ６～Ｃ１２アリール、Ｃ６～Ｃ１２アリール、Ｃ１～Ｃ
６アルキル、Ｃ１～Ｃ２０アルカノイルであり、単独でまたは前述したもののいずれかの
スペーサーとしてペグ化バージョンを含み、必要に応じてＲ１がＡｃであり；Ｘａが式（
Ｘａ）のアミノ酸配列であり；そしてＲ２がＯＨまたはＮＨ２である、請求項１から８の
いずれか一項に記載のペプチド阻害剤またはその薬学的に許容される塩。
【請求項１０】
　インターロイキン２３受容体のペプチド二量体阻害剤であって、前記ペプチド二量体阻
害剤は、１つまたは複数のリンカー部分を介して接続された２つのペプチド単量体サブユ
ニットを含み、各ペプチド単量体サブユニットは、請求項１から９のいずれか一項に記載
の配列または構造を有する、ペプチド二量体阻害剤。
【請求項１１】
　前記リンカー部分が、ジエチレングリコールリンカー、イミノ二酢酸（ＩＤＡ）リンカ
ー、β－Ａｌａ－イミノ二酢酸（β－Ａｌａ－ＩＤＡ）リンカー、またはＰＥＧリンカー
であり、必要に応じて、各ペプチド単量体サブユニットのＮ末端が、前記リンカー部分に
よって接続されているか、または各ペプチド単量体サブユニットのＣ末端が、前記リンカ
ー部分によって接続されている、請求項１０に記載のペプチド二量体阻害剤。
【請求項１２】
　以下のアミノ酸配列：
［Ａｃ－シクロ－［［Ａｂｕ］－ＱＴＷＱＣ］－［Ｐｈｅ（４－ＯＭｅ）］－［２－Ｎａ
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ｌ］－［α－ＭｅＬｙｓ］－ＥＮＧ－ＮＨ２］２ＤＩＧ（配列番号９９６）；
［Ａｃ－［Ｐｅｎ］－ＱＴＷＱ－［Ｐｅｎ］－［Ｐｈｅ（４－ＯＭｅ）］－［２－Ｎａｌ
］－［α－ＭｅＶａｌ］－［Ｌｙｓ（Ａｃ）］－ＮＮ－［Ｄ）Ｌｙｓ］２ＤＩＧ（配列番
号７５６）；
［Ａｃ－［Ｐｅｎ］－ＱＴＷＱ－［Ｐｅｎ］－［Ｐｈｅ［４－（２－アセチルアミノエト
キシ）］－［２－Ｎａｌ］－［α－ＭｅＶａｌ］－［Ｌｙｓ（Ａｃ）］－ＮＮ－［Ｄ）Ｌ
ｙｓ］］２ＤＩＧ（配列番号７５７）；
［Ａｃ－［Ｐｅｎ］－ＱＴＷＱ［Ｐｅｎ］－［Ｐｈｅ［４－（２－アセチルアミノエトキ
シ）］］－［２－Ｎａｌ］－［α－ＭｅＶａｌ］－ＫＮＮ－ＮＨ２］２ＤＩＧ（配列番号
７５８）；
［Ａｃ－［Ｐｅｎ］－ＱＴＷＱ［Ｐｅｎ］－［Ｐｈｅ［４－（２－アセチルアミノエトキ
シ）］］－［２－Ｎａｌ］－Ｋ－［Ｌｙｓ（Ａｃ）］－ＮＮ－ＮＨ２］２ＤＩＧ（配列番
号７５９）；
［Ａｃ－［Ｐｅｎ］－ＱＴＷＱ－［Ｐｅｎ］－［Ｐｈｅ（４－ＯＭｅ）］－［２－Ｎａｌ
］－［α－ＭｅＬｙｓ］－［Ｌｙｓ（Ａｃ）］－ＮＮ－ＮＨ２］２ＤＩＧ（配列番号５３
２）；
［Ａｃ－シクロ－［［Ａｂｕ］－ＱＴＷＱＣ］－［Ｐｈｅ（４－ＯＭｅ）］－［２－Ｎａ
ｌ］－［α－ＭｅＬｙｓ］－ＥＮＧ－ＮＨ２］２ＤＩＧ（配列番号９９６）；
［Ａｃ－［Ｐｅｎ］－ＱＴＷＱ－［Ｐｅｎ］－［Ｐｈｅ（４－ＣＯＮＨ２）］－［２－Ｎ
ａｌ］－［α－ＭｅＬｙｓ］－［Ｌｙｓ（Ａｃ）］－ＮＮ－ＮＨ２］２ＤＩＧ（配列番号
５３４）
［Ａｃ－［（Ｄ）Ｌｙｓ］－シクロ－［［Ａｂｕ］－ＱＴＷＱＣ］－［Ｐｈｅ（４－ＯＭ
ｅ）］－［２－Ｎａｌ］－［α－ＭｅＬｙｓ］－ＥＮＧ－ＮＨ２］２ＰＥＧ２５（配列番
号９９７）；
［Ａｃ－シクロ－［［Ａｂｕ］－ＱＴＷＱＣ］－［Ｐｈｅ（４－ＯＢｚｌ）］－Ｗ－［α
－ＭｅＬｙｓ］－ＥＮＧ－ＮＨ２］２　ＤＩＧ（配列番号９９８）；
［Ａｃ－シクロ－［［Ａｂｕ］－ＱＴＷＱＣ］－Ｙ（Ｂｚｌ）－Ｗ－［α－ＭｅＬｙｓ］
－ＥＮＧ－ＮＨ２］２　ＰＥＧ２５（配列番号９９９）；または
［Ａｃ－［（Ｄ）Ｌｙｓ］－シクロ－［［Ａｂｕ］－ＱＴＷＱＣ］－［Ｐｈｅ（４－ＯＭ
ｅ）］－［２－Ｎａｌ］－［α－ＭｅＬｅｕ］－ＥＮＧ－ＮＨ２］２　ＤＩＧ（配列番号
９９４）
のうちの１つを含む、請求項１１に記載のペプチド二量体阻害剤。
【請求項１３】
　請求項１から９のいずれか一項に記載のペプチド阻害剤もしくは請求項１０から１２の
いずれか一項に記載のペプチド二量体阻害剤と、薬学的に許容される担体、賦形剤、また
は希釈剤とを含み、必要に応じて、腸溶コーティングをさらに含む、医薬組成物。
【請求項１４】
　被験体における、炎症性腸疾患（ＩＢＤ）、潰瘍性大腸炎、クローン病、セリアック病
（非熱帯性スプルー）、血清反応陰性関節症を伴う腸症、顕微鏡的大腸炎、コラーゲン蓄
積大腸炎、好酸球性胃腸炎、放射線療法または化学療法に伴う大腸炎、白血球接着不全症
－１に見られるような先天免疫の障害を伴う大腸炎、慢性肉芽腫症、糖原病１ｂ型、ヘル
マンスキー・パドラック症候群、チェディアック・東症候群、およびウィスコット・アル
ドリッチ症候群、直腸結腸切除および回腸肛門吻合後に生じる回腸嚢炎、胃腸がん、膵炎
、インスリン依存性糖尿病、乳腺炎、胆嚢炎、胆管炎、胆管周囲炎、慢性気管支炎、慢性
副鼻腔炎、喘息、乾癬、乾癬性関節炎、または移植片対宿主病の処置における使用のため
の、請求項１３に記載の医薬組成物。
【請求項１５】
　（ｉ）前記医薬組成物が、炎症性腸疾患（ＩＢＤ）、潰瘍性大腸炎、またはクローン病
の治療において使用するためのものであり、前記被験体に経口的に提供されるか；または
　（ｉｉ）前記医薬組成物が、乾癬の治療において使用するためのものであり、前記被験
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体に、経口的に、局所的に、非経口的に、静脈内に、皮下に、腹膜に、または静脈内に提
供される、請求項１４に記載の組成物。
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